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小さいけれど、平坦で住みやすい地形 

石 狩 平 野 の中 央 に位 置 し、一 番 高 いところは標 高 ９３．０ｍ（西 野 幌 ）、低 いところは標 高 ２．５ｍ（豊 幌 ）
で、全体 的にはほぼ平 坦 な地形です。総 面積は１８７．３８ で、石 狩管内 の市の中では狭いほうですが、
比較的 住みやすい地形 といえます。 
 
気温の幅は６０℃。一番積もった雪の記録は１７２ｃｍ 

１年間の平均 気温は７．５℃（過去１０年間平 均）です。 
最 高 気温 の記 録 は３４．５℃（昭和 ５１年と平 成１８・１９年）、最 低 気 温は－２７．７℃（１９７７年 （昭 和 ５２年））です。 
平均降 水量は１，０２４ｍｍで、１日 で降った最 大 降雨量は１８０ｍｍ（１９８１年（昭和５６年））です。 
総降雪 量は１９８５年度（昭和６０年度）に８６７ｃｍ、最深積 雪量は２０２２年 （令和４年）２月 に１７２ｃｍを 
記録しています。 
日本海から太 平洋にかけて四季を通じて風が強 く、特に４～５月ごろには南南東の強 風が吹きます。 
 
身近に感じられる農業。近年は「麦の里えべつ」としても知られ
る 

農 村 と住 宅 街 が近 接 し、農 業 や農 村 風 景 を身 近 に感 じることができます。高
速 道 路 や幹 線 道 路 へのアクセスが良 く、札 幌 圏 をはじめ、消 費 地 への流 通 網
も整えやすい環境です。 
稲 作 、畑 作 、酪 農 、肉 用 牛 、施 設 園 芸 などが行 われていますが、その中 でも小
麦 「ハルユタカ」は生 産が安 定 し、市 内 の産 学 官 連 携 により「江 別 小 麦 めん」
が開発 されました。小 麦 の生産から製 粉・製 麺・消費までを市内 で完 結 させる
地 産 地 消 の取 り組 みが注 目 され、「麦 の里 えべつ」として市 内 外 に知 られるよ
うになりました。 
 
大学や研究機関が多い 

江 別 市 には大 学 が４つ（酪 農 学 園 大 学 、北 翔 大 学 、札 幌 学 院 大 学 、北 海 道 情 報 大 学 ）と、短 大 が１つ（北 翔 大
学 短 期 大 学 部 ）あるほか、北 海 道 立 や民 間の研究 施 設 が多 くあります。市 内 には学 生が多 く住んでおり、市 民 向
けの公開講 座が行われたり、大学と連 携して地 域の課題や活性 化に取 り組んだりしています。 
 

３市にまたがる広大な公園「野幌森林公園」がある 

江 別 市 ・札 幌 市 ・北 広 島 市 の３つの市 にまたがる野 幌 丘 陵 にある「野 幌 森 林 公 園 」は、大 都 市
近 郊 でまとまった面 積の森 林 （平 地 林）が残 されている日 本 国 内 でも数少 ない貴 重 な公 園です。 
 
道路や鉄道のアクセスが良い 

札 幌 市 の中 心 部 までは、電 車 で約 ２０分 、車 で約 ４０分 。新 千 歳 空 港 も快 速 電 車 で約 ６０分 、車
で約５０分 です。 
道 央 自 動 車 道 が市 内 を通 り、２つのインターチェンジがあるため、道 内 各 地 にも行 きやすい環 境
です。 

 
江 別 の地名 の由 来は、アイヌ語の「ユベオツ（サメのいる川）」や「イ・プッ（大事な場所への入口）」など諸 説 あります。 
約１５０年前に移住がスタート 

明治４年（１８７１年）、宮 城県涌 谷（わくや）領から２１戸７６人の農 民が江 別に移住しました。 
明 治 １１年 （１８７８年 ）には屯 田 兵 １０戸 ５６人 が移 住 し、明 治 政 府 による開 拓 使 府 令 が布 達 され、「江 別 村 」が
誕生しました。その後、各 地から屯 田兵が入地し、計画的な開拓が進 められました。 
 

人口増加とともに成長 

大正５年（１９１６年）に町制施 行により「江 別町 」となり、昭和２９年（１９５４年）には「江別 市」が誕生しました。 
昭 和 ３０年 代 後 期 から４０年 代 にかけて、札 幌 市 に人 口 が集 中 する中 、江 別 も人 口 が急 増 し、加 えて、大 学 や教
育・研究施設の立 地、第 一工業 団地の整備 などにより、道央 圏の中核 都 市となりました。 
平成３年（１９９１年）には、人口１０万人を達 成し、平成２６年（２０１４年）には市制施 行６０周 年を迎 えました。 
 
 
 
 
 

 
 
  

約１３０年前から続く 
北海道遺産「江別のれんが」 
開 拓 使 の奨 励 により道 内 １７の工 場 でれ
んがが造 られるようになり、北 海 道 庁 赤 れ
んが庁 舎 をはじめ多 くの名 建 築 が生 まれ
ました。江 別 では、明 治 ２４年 （１８９１年 ）
に工 場 ができ、れんがづくりが始 まりまし
た。大 正 以 降 は、全 道 一 の陶 土 地 帯 であ
る江別の野幌 周辺が製 造の中心でした。 
北 海 道 の歴 史 を支 えてきた「江 別 のれん
が」は平 成 １６年 に北 海 道 民 全 体 の宝 物
として「北海道遺産」に選ばれました。 
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